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〇あなたの声から始める町づくり

021世紀の安定した生活基盤づくり

〇やさしさ と思いやりのある町政 8
 

月

方

ー2Cl 
2
 

今
月
号
の
主
な
内
容

●町報

•市町村合併検討委員会合同会………… 2
・手作り筏で肱／1 |下り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..3 

・消防緊急通信指令システムの概要…… 9

・職員募集・・ ・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •10

●森林組合だより

・夏場伏せ込み現地研修会報告…………12

●公民館報

．肱／1 1町文化協会総会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14

●社協だより

・社会福祉協議会会費のご案内…………20

町民の動き

人口… 3,183人(+7) 

男… 1,536人(+ 6) 

女… 1,647人(+ 1) 

世帯数
…1,083世帯(+ 7) 

（平成13年7月31日現在）
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郡
大
会
優
勝
、
県
大
会
準
優
勝
と
順
調
に
勝
ち
進
ん
て
き
た
肱
川
中
学

校
野
球
部
は

8
月
4
日
、
松
山
中
央
公
園
野
球
場

「坊
っ
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ

ア
ム
」
で
行
わ
れ
た
第
39
回
四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会
第

1
回
戦
で
徳

島
県
の
優
勝
校
、
小
松
島
中
学
校
と
対
戦
し
延
長
戦
の
末
、

6
対

3
で
快

勝
し
ま
し
た
。
翌

8
月
5
日
の
準
決
勝
戦
で
は
、
高
知
県
の
高
知
中
学
校

と
対
戦
し
、
駆
け
つ
け
た
大
勢
の
町
民
ら
の
声
援
に
応
え
て
日
頃
の
練
習

で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
出
し
切
っ
て
善
戦
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

6
対

0
で
敗
れ
決
勝
戦
に
は
出
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
選
手
の
皆
さ
ん
全
員

で
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

，，にゃ＆

幻＠）ら 編集•発行／広報肱川編集委員会（愛媛県喜多郡肱川町大字山鳥坂74番地） 印刷／佐川印刷株式会社 発行／毎月20日1回 ・全戸配布



市町村合併検討委員会合同会

7月13日、市町村合併検討委員会合同会が肱

川町公民館集会室で開催されました。合同会と

は、住民代表による100人検討委員会、町議会

｀ 
議員による検討委員会及び町職員による検討委

員会を同時に開催したものです。
; 1、m鴫 3つの委員会を合わせて105人の出席があり、

約 1時間半にわたって、会の趣旨及び県の要綱

の説明、今後の進め方などの話し合いが行われ

ました。

以下、会の内容について紹介します。

|1 町長あいさつ I

） 市町村合併は、大きな問題であり肱川町の21世紀への方向づけをするためにも町民総意でこの問題を決めてい

きたい。

そのために、 3つの検討委員会を立ち上げて、それぞれの委員会でより良い方向性を検討し、また時には合同

会を開催して、意見の交換をしていただきたい。

|2 報告、協議事項 l
(1)検討委員会の構成について

・住民代表100人による検討委員会は、地区代表者、各種団体代表、農林業者代表、女性代表及び一般から選任

•町議会全員 (12人）による検討委員会

• 町職員 (23人）による検討委員会
(2) 愛媛県市町村合併推進要綱の説明

• 市町村をとりまく状況の変化から、広域的な生活形態への変化
・合併することのメリット、合併によるデメリットの対応の方向性

・合併パターン（大洲市、喜多郡 5町村）

(3) 市町村合併問題に関するアンケート結果について

•町内の中学生以上の住民全員を対象として、約 7 割の回答

・合併は必要と考える人と反対と考える人は同割合

(4)近隣市町村の動き

・宇摩地区及び南宇和郡における合併推進協議会

(5) 今後の進め方

•国、県の動向を見ながら検討委員会を開催していく

・情報通信の発行

・ 100人委員会は大人数となるため、今後の進め方は100人委員会で決定

|3 質疑、意見交換 l
問：町民全体が納得のいくやり方で進めてもらいたい。住民投票で決定してはどうか。

答：住民投票という方法ではなく、できれば対話の中で一致点を見出したい。

問：今後の100人委員会の会議の持ち方はどのようにするのか。

答：次回は全員が集まってもらい、そこで毎回全員が集まるのか、各班、各部会を編成して進めていくのか決め

てもらいたい。

問：複数の委員が選任されているところもあれば、 1人も出ていない地区もあるため人選に問題があるのではな

しヽか。

答：人選は公民館単位で行っており、年齢別、男女別、職業別に重点を置き、偏りがないものと考えている。

問：農協の合併を例にあげれば、合併以前よりも生産者はより不利で不便になった面が多くある 。農協の例を参

考にして不利な点、有利な点を十分検討してもらいたい。

答：森林組合も平成15年 4月を目標に合併する方向で進んでいるので、農協の例と併せて、メリット、デメリッ

トを出し合い検討したい。
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7
月
15
日
、
大
洲
高
校

肱
川
分
校
で
は
、
今
年
で

4
回
目
と
な
る

「
い
か
だ

流
し
大
会
」
を
行
い
ま
し

た。
分
校
裏
の
河
原
か
ら
大

洲
市
柚
木
ま
で
の
約

20

km
を
生
徒
た
ち
が
交
代

で
筏
に
乗
り
込
ん
で
、
お

よ
そ

7
時
間
か
け
て
下
り

ま
し
た
。

普
段
は
通
学
路
か
ら
眺

め
て
い
る
肱
川
で
す
が
、

筏
に
乗
っ
て
眺
め
て
み
る

と
、
ひ
と
味
違
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
恒
例
の
落

と
し
合
い
（
今
年
は
校
長

先
生
も
参
加
！
）
を
し
な

が
ら
、
川
下
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。
保
護
者
の
方
々

も
お
に
ぎ
り
作
り
、
交
代

個
所
ま
で
の
生
徒
の
搬
送

と
子
ど
も
た
ち
に
負
け
な

い
活
躍
ぶ
り
で
し
た
。

肱
川
分
校

肱
川
中
学
校

7
月
31
日
、
肱
川
中
学

校
の

3
年
生
も
肱
川
を
筏

で
下
る
体
験
を
し
ま
し

た。
こ
の
日
の
た
め
に
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
や
ポ
リ
容
器

な
ど
で
作
ら
れ
た
筏
は
、

見
か
け
以
上
に
浮
力
も
十

分
で
し
た
。

森
林
組
合
の
ユ
ニ
ッ
ク

で
肱
中
グ
ラ
ン
ド
下
の
河

原
に
降
ろ
さ
れ
た
筏
に
、

男
女
4
、
5
人
ず
つ
が

7

班
に
分
か
れ
て
乗
り
、
高

砂
河
原
ま
で
の
約

2
k
m

を
長
い
竹
ざ
お
で
漕
ぎ
な

が
ら
、
お
よ
そ
3
時
間
を

か
け
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
焼
け
つ
く
よ

う
に
暑
か
っ
た
せ
い
か
、

筏
を
漕
ぐ
よ
り
も
川
で
泳

い
だ
り
、
筏
か
ら
飛
び
込

み
の
練
習
を
す
る
生
徒
も

い
て
、
川
岸
か
ら
声
援
を

送
る
先
生
や
保
護
者
ら
を

は
ら
は
ら
さ
せ
て
い
ま
し

た。
中
学
生
活
最
後
の
夏
休

み
中
、
毎
日
何
げ
な
く
見

て
い
る
肱
川
に
ど
っ
ぷ
り

浸
っ
て
大
冒
険
を
し
た
こ

の
日
は
、
生
涯
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
の
ひ
と
つ
と

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

7
月
18
日
、
喜
多
郡
町
村

議
会
議
員
大
会
が
風
の
博
物

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
喜
多
郡
内
の
各

町
村
議
会
議
員
・
来
賓
等
約

1
0
0
人
が
出
席
。

「国
道

56
号
（
内
子
・
五
十
崎
間
）

の

4
車
線
化
改
良
促
進
」

「国
道
3
7
8
号
の
改
良
整

備
促
進
」
な
ど

5
議
題
を
決

議
。
避
け
て
通
れ
な
い
市
町

村
合
併
問
題
な
ど
、
新
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
自
治
の

確
立
と
発
展
の
た
め
議
会
本

来
の
機
能
を
活
性
化
し
、
解

決
す
べ
き
多
く
の
課
題
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
宣

言
し
ま
し
た
。

喜
多
郡
町
村
議
会

議
員
大
会
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年金だより

金

亡 を
年金を受給されていた方が亡くなられたら、年金担当窓口にも死亡の届出をお願い

します。

年金の受給権は、受給者本人固有の権利ですから本人が死亡されれば権利は消滅し

てしまいます。

年金の受給者の方が亡くなった場合、届出をしていただかないと現況届の提出時期

まで年金が払い続けられ過払いによる返還金が発生することになります。

亡くなられた方が、本来受け取られるべき年金額について未払いのものは 「未支給

年金」 として遺族の方の請求により支払われますので、死亡届と同時に請求をしてく

ださしヽ 。

＜未支給年金を請求できる選族とは＞

死亡当時、年金を受給していた方と生計を同じくしていた

①配偶者

②子

③父母

④孫

⑤祖父母

⑥兄弟姉妹

の順で先順位者をいいます。

家庭でも導入できるクリーンな新エネルギー

太陽光発電 シ ス テ ム
太陽の光エネルギーを直接電気に変える太陽光発電は、石油に

代わるクリ ーンなエネルギー。一般の家庭にも導入可能な地球に

やさしい新エネルギー源として期待されています。

一般家庭で太陽光発電システムを導入したときのメリットは、

電力会社からの電力消費を抑えられ、電気代が安くなること。太

陽光という自然の力を利用したエネルギー源なので環境も汚しま

せん。

家庭での太陽光発電システムの導入をバックアップするのが、

新エネルギー財団の 「住宅用太陽光発電システム補助制度」。導

入の規模によって財団からの補助金が受けられます。現在、上期

の補助の申し込みを受付中です。詳しく

は下記までお問い合わせください。

（注）肱川町にも補助制度があります。

ご利用ください。

（財）新エネルギー財団

東京都千代田区紀尾井町 3-6
TEL 03-5275-9831 FAX 03-5275-9831 

http://www.nef.or.jp 

-Q、一

7
月

14
日
、
ソ

ー
ラ
ー
カ
ー
を

作
っ
て
走
ら
せ
よ
う
と

「
親
子
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
」
が
風
の
博
物

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
町
内
外
か
ら

の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

92
組
、

2
3
0
人
。
ソ

ー
ラ
ー
カ

ー
は
部

品
が
細
か
い
た
め
、
失
く
さ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
親
子
と

も
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

走
れ
、

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

（親
子
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
）
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炉
ぇ、は冷やし方グJI1 エアコン＆冷蔵庫の
心`文に差`` 効率的な使い方

暑い夏を涼しく、快適に過ごすための必需品といえるのがエアコンと冷蔵庫。家電の

中でも電力消費量が多く、夏の電気代を上昇させる大きな原因でもあります。それだ

けに使い方次第で、同じ冷え方でも電気代に差がつきます。消費電力を抑えて、効率

的に冷やすためのポイントを紹介しましょう。

゜●冷房の設定温度は28℃を目安に
冷やし過ぎて上着を重ねるのではエネルギーの無駄。

なるべく衣叛で調節しましょう。また、ドライ機能で、

湿度を少なくするだけで涼しく感じられます。

●すだれやカーテンで日差しを調節
日差しが入ると墜屋の湿度が上昇します。

●フィルターは定期的に掃除を

フィルターが目詰まリすると、エアコンの効率が悪く

なリます。

●室外機は風通しのよい場所に
室外機周辺に熱がこもると効率が悪くなリます。

-a 

5 I広報ひじかわ 221号

●詰め込み過ぎはムダ

詰め込み過ぎると、冷気の流れが悪くなリ、効率

的に冷やせません。また、常温で保存できる野菜

やレトルト食品、乾物などが入っていないか冷蔵

雇の中をチェックしましょう。

●卜‘アの開閉を少なくする

ドアの開閉のたびに冷気が逃げてしまいます。開

けている時間はなるべく短く。詰め込み過ぎると、

冷蔵犀を開けている時蘭が長くなリます。

●壁から離して風通しをよく

壁に密着させて設置すると、 B愛気がこもって効率

が悪くなリます。



支揖します．，作業豆託で、五委iヽ三］
県公社は、農作業受託によ って、効率的経営をめざす農業者等への支援事業とし

て、基幹的農作業を受託した中核的担い手農業者や生産組織に対して、受託料総額

に相当する資金を融資しております。
5年分の受託料総額を一括融資

委託 者 ド
受委託契約の締結 1 受託者 l 申請（契約書写しを添付） )I県 公社J I 市町村 1

（地主） （農業者又は、
生産組織）

委託料支払(1年目）
► ---------------------------------- 1回目償還

収穫後 ぃ委託料支払(2年目） ..．．．．----------....----------…… 2回目償還

委託料支払(3年目） 3回目償還支払い ~ ……………………………• 
委託料支払(4年目） ~ ………•………………------ 4回目償還

委託料支払(5年目） 5回目償還
-----------金------- - - - - - - - -囀囀— ----

農作業受委託契約を文書で締結し 、基幹的農作業を 3種類以上受託した中核的担い手農業者、

農業生産法人、生産組織が対象となリます。

なお、経営改善計画の認定を受けた農業者及び農業生産法人 （以下 「認定農業者」 という）は、
、 /

1種類の受託で対象となリます。

貫付 ー一
1 貸付金は無利子とし 、その額は、農作業受委託契約で定められた額の 3カ年分以内ですが、

「認定農業者」は、 5カ年分以内まで可能です。

2 資金の貸付けに当っては連帯保詞人を必要とします。

委託者 （地主）から支払われる毎年の受託料を償還金に充

当して下さい。

県公社の用意する契約書等、諸様式類を使用して肱川町

農業委員会を過じて、嗅公社へ申し込んでいただきます。

なお、融資に当っては 、融資額の0.5％を事務負担金とし

て徴収させていただきます。

詳しくは、県公社又は肱川町農業委員会へ

財団法人愛媛県農業開発公社
松山市一番町 4丁目 4番地 2 ff (089) 945-1542 

県公社の主な事業

1 農地の売買 ・貸借

2農作業受委託にかかる
無利子資金の融資

3 助成金の交付 なと

(A  
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と
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本
美
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子
ち
ゃ
ん

（嘉
城）

平
成

10年
11
月
8
日
生

こ
ん
に
ち
は
み
な
こ

で
す
。毎

日
、
ポ
ッ
ポ
園
で

た
く
さ
ん
の
お
友
達
と

遊
ん
で
い
ま
す
。
家
で

ー

は
い
つ
も
お
兄
ち
ゃ
ん

-

に
泣
か
さ
れ
ち
ゃ
う
け

•
i
ど
、
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
に

c

な
ぐ
さ
め
て
も
ら
っ
て

~

い
ま
す
。
お
歌
も
大
好
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高
齢
者
の
身
体
機
能
は

日
々
変
化
し
て
お
り
、
そ
れ

は
「
食
」
に
関
し
て
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
べ
る

こ
と
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な

身
体
の
変
化
が
あ
る
の
か
を

知
り
、
食
事
づ
く
り
に
活
か

し
ま
し
ょ
う
。

①
味
覚
・
嗅
覚
の
低
下

食
物
を
口
に
し
た
特
に
味

を
感
じ
る
の
は
、
舌
の
表
面

み

ら

い

に
あ
る
味
晉
細
胞
の
働
き
に

高
齢
者
の
身
体
の

変
化
に
霙
注
意

よ
る
も
の
で
、
塩
味
・
甘

味
．
酸
味
・
苦
み
等
、
そ
れ

ぞ
れ
の
味
を
感
じ
る
巫
分
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
加
齢
に

伴
っ
て
味
雷
細
胞
の
数
が
全

体
的
に
減
少
し
、
な
か
で
も

塩
味
を
感
じ
る
郁
分
が
著
し

く
衰
え
る
た
め
、
ど
う
し
て

も
濃
い
味
付
け
を
好
む
よ
う

に
な
リ
ま
す
。

嗅
覚
も
高
齢
に
な
る
と
衰

え
ま
す
。
特
に
注
意
し
た
い

の
は
、
腐
敗
し
た
食
物
の
臭

い
に
気
付
か
ず
口
に
し
て
し

ま
う
こ
と
で
す
。
冷
醗
犀
の

片
づ
け
・
掃
除
は
こ
ま
め
に

し
た
い
も
の
で
す
。

②
咀
し
ゃ
く
力
の
低
下

顎
の
力
が
弱
く
な
っ
た
リ
、

歯
が
少
な
く
な
っ
た
リ
し
て

噛
む
力
が
弱
く
な
る
た
め
、

食
欲
が
低
下
し
て
し
ま
う
人

も
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
軟
ら

か
く
調
理
し
た
リ
細
か
く
刻

ん
だ
リ
し
て
、
食
事
に
対
す

る
抵
抗
感
を
な
く
す
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
た

だ
軟
ら
か
く
す
れ
ば
よ
い
と

い
う
わ
け
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
体
調
や
食
材
に
よ

っ
て
、
硬
さ
を
調
節
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

噛
む
と
い
う
動
作
は
、
唾

液
の
分
泌
を
促
し
て
消
化
を

助
け
た
リ
、
悩
の
働
き
を
活

発
に
し
た
リ
と
重
要
な
意
味

を
も
っ
て
い
ま
す
。
噛
み
応

え
の
あ
る
食
事
も
取
リ
入
れ
、

ゆ
っ
く
リ
時
圏
を
か
け
て
噛

む
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

え

ん

げ

③
嘩
下
障
害

應
下
と
は
、
一
言
で
い
う

と
飲
み
込
む
こ
と
で
、
食
物

を
口
か
ら
胃
ま
で
送
る
一
連

の
動
き
を
指
し
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
食
物
を
口
の
中
に
た

め
る
、
む
せ
る
、
口
の
端
か

ら
食
物
を
こ
ぼ
す
等
と
い
う

ょ
う
な
症
状
が
み
ら
れ
た
ら

應
下
障
害
を
疑
っ
た
ほ
う
が

よ
い
で
し
ょ
う
。
隠
下
障
害

に
な
る
と
、
水
や
食
物
が
気

管
に
入
リ
や
す
く
、
肺
炎
に

か
か
る
危
険
性
が
高
く
な
リ

ま
す
。
普
段
か
ら
お
年
寄
リ

を
観
察
し
、
「
照
下
障
害
か

な
の
・」
と
思
っ
た
ら
、
早
め

に
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

醗
下
障
害
の
人
の
食
事
は
、

な
め
ら
か
で
軟
ら
か
い
も
の

や
、
適
度
な
粘
リ
が
あ
る
も

の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
卵
で

と
じ
た
リ
、
山
芋
を
か
け
た

リ
、
ゼ
リ
ー
食
に
し
た
リ
す

る
と
、
の
ど
ご
し
が
よ
く
な

リ
ま
す
。

71広報ひじかわ 221号



恒例の肱川イベント松山広場が 9月22日（土）、松

山市道後「放生園」で開催されます。昨年は初めて

の試みとして午前 7時から「朝市」を行いましたが

大変好評でした。今年も「朝市」、野菜•特産品の

販売、郷土芸能、お楽しみ抽選会などを行う計画で

す。特に「朝市」は道後に宿泊されていた県外から

の観光客が出発の際に立寄られるため交流のきっか

けにつながっています。親戚や知人、友人にぜひお

越しいただきますよう呼びかけをお願いします。

日

場

内

時

所

容

平成13年9月22日

午前 8時～正午

松山市道後駅前「放生園」

特産品・野菜販売、もちまき他

（土）

観光案内板が
できました！

肱川町観光協会では 7月23日、鹿野川園地

に肱川町の観光案内板を設置しました。

案内板は縦、横 2mの大きさで、鹿野川園

地周辺が描かれ、どの方向に行けば何がある

かが一目で

わかリます。

観光協会で

は今後も順

次、このよ

うな案内板

を設置して

いく計画で

す。

近
年
、
児
童
や
生
徒
が
被

害
者
と
な
る
凶
悪
か
つ
残
忍

な
事
件
が
全
国
的
に
多
発
し

て
い
ま
す
。

肱
川
中
学
校
で
は
、
こ
の

よ
う
な
事
件
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
希
望
す
る
生
徒
に
防

犯
ブ
ザ
ー
を
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。ビ

ー
と
い
う
音
が
聞
こ
え

た
と
き
は
、
家
の
中
に
居
た

場
合
は
外
に
出
て
周
辺
に
何

か
異
変
が
起
き
て
い
な
い
か

様
子
を
見
て
く
だ
さ
い
。

お
か
し
い
と
思
っ
た
と
き

は
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。
地
域
全
体
で
子

ど
も
た
ち
の
命
と
未
来
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

ピー
防犯ブザー

防 災 週間

9
月
1
日
は
防
災
の
日
、

8
月

30
日
か
ら

9
月
5
日
ま
で
は
防
災

週
間
で
す
。
こ
の
期
間
中
、
各
地

で
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
全
く
わ

か
り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
災
害
に
対

す
る
心
構
え
を
忘
れ
ず
、
自
分
た

ち
の
命
は
自
分
た
ち
で
守
る
た
め

に
も
、
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
、

い
ざ
と
い
う
時
に
は
適
切
な
防
災

活
動
が
で
き
る
よ
う
、
万
全
の
備

え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

電池を点検してください
～防災行政無線璽別受信機～

防災行政無線の定時放送やチャイムは正常に聞こえ

ていますか。

f防災行政無線施設が整備されてから 10年目となり、

⑲別受信機の電池を交換する時期がきています。電池

が古くなると雑音がして聞こえにくくなったり、電池

から液体が漏れたりして故障の原因にもなったりしま

す。できれば 1年に 1回は新しい電池と交換しましょ

う。電池は単 2形のものが 4個必要です。表示に合わ

せ④と0の向きを正しく入れてください。

9月は台風など

災害が多く発生し

ます。防災情報が

正確に聞こえるよ

う、町酋別受信機の

点検をお願いしま

す。
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こ存じですか？
119番に通親すると…？

0平成13年 5月15日から 「消防緊急通信指
令システム」が導入されました。

〇このシステムは、 119番通報を受けると

同時にその場所を画面に表示し、火災や

救急の場所を特定することができます。

〇各支署には監視カメラが設置され、出動

時に無人となる場合でもインタ ーホンで

直接本署と通話ができます。

〇携帯電話から 119番通報すると、一度他

の消防本部にかかってから大洲消防の指

令室に転送されるため出動が遅れますの

で、 119番通報は出来るだけ加人電話か

らお願い します。

動

-砂I:ED̀IC-

— ＼い。
指

あ
っ
ち
で
プ
カ
リ
、
こ
っ

ち
で
プ
カ
リ
。
タ
バ
コ
が
高

熱

（約
7
0
0
度
）
の
失
種

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

く
わ
え
タ
バ
コ
は
、
と
て
も

危
険
な
の
が
良
く
わ
か
る
と

思
い
ま
す
。

タ
バ
コ
を
吸
わ
れ
る
み
な

さ
ん
。
タ
バ
コ
は
灰
皿
の
あ

る
と
こ
ろ
で
吸
い
、
吸
っ
た

タ
バ
コ
の
失
は
完
全
に
消
し

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
灰
皿
の
中
に
水
を

入
れ
て
お
く
こ
と
も
、
タ
バ

コ
に
よ
る
火
災
防
止
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
。喫

煙
は
必
ず
灰
皿
の
あ
る
場
所
で

布
団
で
一
叛
…。

寝
タ
バ

コ
が
習
慣
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

寝
タ
バ
コ
に
よ
る
失
災
が

恐
い
の
は
、
ち
ょ
う
ど
寝
入

っ
た
頃
に
発
生
す
る
か
ら
で

す
。
今
ま
で
に
も
多
く
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

愛
煙
家
の
み
な
さ
ん
に
お

願
い
し
た
い
家
族
を
守
る
住

宅
防
央
の
ル
ー
）
で
す
。

ん

’
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タ
バ
コ
に
よ
る

火
災
の
防
止

乞

川上支署
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第34回手紙作文コンクール
学校の先生や友人、知人、親戚、

家族、尊敬する人等に手紙を書いてみませんか。

テーマ 自由
募集締切 平成13年 9月 5日（水）
募集要項

1 手紙作文部門

対 象 小学生・中学生・外国人の方

（年齢制限なし）

作品の形式 手紙文（日本語）
0小学校 l~2年生

400字詰め原稿用紙 2~3枚

0小学校 3~6年生・中学生

400字詰め原稿用紙 3~5枚

0外国人の方
400字詰め原稿用紙 2~3枚

2 はがき作文部門

対 象小学生

作品の形式 官製はがきの裏面又は同等な

3 絵手紙部門

対象

作品の形式

4 提出先

用紙の片面に書いた手紙文

どなたでも

官製はがきの裏面又は同等な

用紙の片面に描いた絵にメッ

セージ等を添えた作品

肱川郵便局

株式会社清流の里ひじかわ璽員募集
1 採用予定人員

正職員 5人（事務員 l人、販売員 3人、清掃

作業員 1人）

ハート 3~5人（清掃作業員、販売員）

2 受験資格

(1)昭和31年 4月 2日（ただし清掃作業員につ

いては昭和16年 4月 2日）から昭和58年 4
月 1日までに生まれた者。

(2)平成13年 9月 1日現在で、肱川町または河

辺村に本籍または住所を有する者。又は、採

用後肱川町または河辺村内に居住する者。

(3)学歴は問わない。

3 試験の日時、場所及び合格発表

試験の日時、場所については、申込者に直接連

絡して決定します。

なお、合格発表は本人に文書で通知します。

4 試験の方法 面接試験

5 合格から採用まで

(1)平成13年10月 1日から平成13年11月 1日の

間に採用します。

(2)初任給は、年齢、経験年数等を考慮して面

談の上決定します。

6 申込受付期間 平成13年 8月27日（月）から

平成13年 9月14日（金）まで

7 受験手続、その他の問い合わせ先

肱川町役場新しい町創造課までお問い合わせく

ださい。（匹0893-34-2311)

国際ボランティア 〇正□l

応 募 資 格

募集締切

募集部門

作品の形式

提出先

作文コンクール
小学生以上のどなたでも

平成13年 9月14日（金）
小学生・中学・高校生・一般

400字詰め原稿用紙 3枚程度

（小学生は 2枚程度）

肱川郵便局

愛力二塁讐青座 ＇：＇ 
四国遍路と世界の巡礼
受講対象者

定員

募集 締切

受講料

受講日

どなたでも

50人
平成13年 9月 7日（金）

6,800円
平成13年 9月22日（土）

平成13年 9月29日（土）

平成13年10月 6日（土）

平成13年10月13日（土）

平成13年10月20日（土）
受講時間 13 : 00 -16 : 00 

申し込み及び問い合わせ

愛媛大学法文学部学務係（公開講座担当）

〒790-8577 松山市文京町 3番

ft089-927-9220 

嘱託職員（健康行き／gス運転手）募集
1 採用予定人員 l人

2 受験資格

(1)昭和31年 4月 2日から昭和58年 4月 1日ま

でに生まれた者。

(2)平成13年 9月 1日現在で、肱川町に本籍ま

たは住所を有する者。又は、採用後肱川町

内に居住する者。
(3)学歴は問わない。

(4)普通自動車 l種免許

3 試験の日時、場所及び合格発表

試験の日時、場所については、申込者に直接連

絡して決定します。

なお、合格発表は本人に文書で通知します。

4 試験の方法

面接試験

5 合格から採用まで

(1)平成13年10月 1日から平成13年11月 1日の

間に採用します。

(2)初任給は、年齢、経験年数等を考慮して面

談の上決定します。

6 申込受付期間 平成13年 8月27日（月）から

平成13年 9月14日（金）まで

7 受験手続、その他の問い合わせ先

肱川町役場新しい町創造課までお問い合わせく

ださい。(ff0893-34-2311) 
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「小泉内閣メールマガジン］が
閲覧できます！

「小泉内閣メールマガジン」は、小泉総理の考え

や各大臣が日頃、感じていることなどを直接、正

確に知ることができるメールマガジンで、平成13
年 6月14日から毎週木曜日に配信されています。

肱川町でも創刊準備号から最新号まで役場の

窓口で閲覧できますのでご利用ください。

相
談
セ
ン
タ
ー
は
平
日
午
後
5

時
以
降
•
土
曜
日
も
開
い
て
い

ま
す
。

で
い
な
い
で

職
場
で
ひ
と
り
で

交通事故EE]相談

交通事故の解決にお困りの方のために、専門

の相談員が親身になってご相談に応じます。相

談は無料ですので、被害者、加害者どちらの場

合もお気軽にご相談ください。

0相談日

毎週月曜日から金曜日

午前 9時30分から午後 4時40分

0弁護士相談日

毎週木曜日 午後 1時から 4時

0電話相談

合 089(945) 2335 

0相談場所

松山自動車保険請求相談センター

（松山市花園町1-3日本生命松山市駅前ビル 6階）

賃金の引き下げ、労働時間の変更、出向・配

置転換や突然の整理解雇など労働条件について、

専門家のアドバイザーが相談に応じています。

ご利用いただける日時

月曜日～金曜日 午後 2時～午後 8時

土曜日 午後 1時～午後 6時

松山労働条件相談センター

松山市大手町1-1-1 岩本ビル 3階

臨 0120-135-807

（知っていますか？建退共制度！！）

建設現場で働く方々の退職金は安全・確実・

有利な「建退共制度」がおすすめです。

〈建設事業主のみなさまへ〉

................................................................................. 

!2020テレフォンをこ利用ください ［

l | 089 (934) 2020| l 
i （財）21世紀職業財団では、「仕事も育児も両立；

iしたい！」「介護が必要な家族がいるけどどうす：

；ればいいの？」などの育児・介護・家事と仕事：

iの両立を目指す方への情報ホットラインとして：

:「 20 2 0テレフォン』を開設しています。保育 l
i所への送迎や、急な残業などに子どもを預かっ：

iてもらえる「保育サポータ ー」の情報も提供で i
iきるようになりました。お気軽にご相談くださ；

iい。［相談は無料］

；相談日 月曜日から金曜日まで（祝日を除く） i 
i相談時間 午前 9時30分～午後 4時30分 ： 
．匹(089)934-2020 l 
； （財）21世紀職業財団愛媛事務所匹(089)921-5660 l 
................................................................................. 

食申込手続きは簡単です！

かかりません）

唸経営事項審査で加点されます！

食掛金は全額非課税で国が一部を補助します！

＊福利厚生施設の融資が受けられます！

（加入時に経費は

〈建設現場で働くみなさまへ〉

含建退共の手帳を持っていますか？

＊事業主が変わっても退職金は通算して計算

されます！

詳しいことは、もよりの建退共愛媛県支部へ

お問い合わせ下さい。

合 089-943-5406 勤労者退職金共済機構

建退共愛媛県支部

建退共本部のホ ームページを開設しました。

退職金の試算ができますので、 ぜひアクセス

してください。

ホームページアドレス
http://www.alles.or.jp/l<entai1 / 
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（
財
）
日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
四
国
事
務
所

7
月
16
日
・

18
日
・

19
日

の
3
日
間
、
町
内
の
各
生
産

者
伏
せ
込
み
場
に
お
い
て
椎

茸
植
菌
2
万
個
以
上
植
菌
し

た
生
産
者
30
人
を
対
象
に
夏

場
伏
せ
込
み
現
地
研
修
会
を

行
い
、
各
伏
せ
込
み
場
及
び

育
成
中
の
ほ
だ
木
を
中
心
に
、

拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

A
留
意
事
項
＞

◎
菌
糸
伸
長
は
、
並
ー
良
好
。

一
部
中
ー
大
径
木
に
深
穴

植
菌
さ
れ
、
大
変
順
調
な

菌
糸
伸
長
が
見
ら
れ
全
体

に
良
好
。
一

部
植
菌
時
期

が
遅
か
っ
た
り
、
西
日
が

当
た
っ
て
乾
燥
し
た
り
し

て
菌
糸
伸
長
が
遅
れ
て
い

る
も
の
も
見
ら
れ
た
。

◎
害
菌
の
発
生
は
本
年
多
く

ト
リ
コ
デ
ル
マ
菌
・
ク
ロ

コ
ブ
タ
ケ
が
目
立
ち
、
特

ヒ
ボ
ク
レ
ア
・
ラ
ク
テ
ア

＾

病

徴

＞

（
初
期
）
白
い
小
さ
な
菌
叢
↓

ク
リ
ー
ム
色
↓
黄
色
↓
褐
色
↓

黒
褐
色
↓
完
全
に
敗
退
す
る
。

病
原
性
は
強
く
広
範
囲
に
発
達

す
る
。

＾
発
生
条
件
＞

菌
糸
は

10ー

30
℃
の
範
囲
で
生

育
し
、

2
6
i
2
7
℃
が
最
も
良
く

成
長
す
る
。

＾
防
除
対
策
＞

◎
接
触
感
染
で
広
が
る
た
め
、
ほ

だ
木
を
隔
離
し
た
り
、
被
害
木

と
健
全
木
と
の
間
に
ビ
ニ
ー
ル

を
は
さ
み
込
み
遮
断
す
る
。

◎
風
通
し
を
良
く
し
て
高
温
多
湿

を
避
け
る
。
環
境
を
変
え
る
。

A
原
木
の
伐
採
に
つ
い
て
＞

昨
年
の
場
合
、
暖
秋
で
推

移
し
た
た
め
ク
ヌ
ギ
の
黄
葉

に
ヒ
ポ
ク
レ
ア
・
ラ
ク
テ

ア
の
発
生
が
目
立
つ
。

西

本

博

夏
場
伏
せ
込
み
現
地
研
修
会
報
告

森
林
組
合
だ
よ
り

が
遅
く
適
期
伐
採
が
出
来
に

く
い
状
況
下
に
あ
り
、

11
月

1
2
.
1
3
日
以
前
と
そ
の
後
で

は
、
葉
枯
ら
し
の
効
果
に
差

が
出
た
。
三
分
黄
葉
が
適
期

と
さ
れ
る
が
全
体
に
伐
採
が

遅
く
中
に
は
全
黄
葉
時
期
に

伐
採
し
よ
う
と
し
て
、
逆
に

黄
築
が
進
み
過
ぎ
て
落
葉

し
、
葉
枯
ら
し
が
出
来
な
い

危
険
性
が
と
も
な
う
。

本
年
の
よ
う
に
生
木
原
木

が
あ
り
、
萌
芽
・
ヒ
ポ
ク
レ

ア
・
ラ
ク
テ
ア
の
被
害
が
目

立
つ
要
因
の
一
っ
に
な
っ
て

い
る
。肱

川
町
管
内
は
以
前
よ
り

原
木
の
老
齢
化
・
大
径
木
化

し
て
お
り
、
葉
枯
ら
し
を
す

る
上
で
、
原
則
通
り
黄
葉
初

期
ー

3
分
黄
葉
で
伐
採
し
、

ー
カ
月

i
l
力
月
半
の
葉
枯

ら
し
を
し
よ
う
。

＾
裸
地
伏
せ
を
し
よ
う
＞

最
近
の
ほ
だ
木
作
り
に
お

い
て
、
裸
地
伏
せ
込
み
で
ほ

だ
木
を
作
る
方
が
少
な
く
な

っ
て
き
た
。
今
回
は
、
林
内

伏
せ
が

8
5
%
．
裸
地
伏
せ
が

15
％
と
な
っ
た
。
作
業
的
に

見
る
と
林
内
伏
せ
が
、
労
力

が
少
な
く
て
終
了
す
る
が
、

ほ
だ
化
の
点
を
見
る
と
裸
地

伏
せ
の
方
が
生
長
温
度
が
取

れ
、
ほ
だ
化
し
や
す
い
有
利

な
点
が
あ
り
極
力
裸
地
伏
せ

込
み
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

A
夏
場
の
栽
培
管
理
＞

①
本
年
植
菌
ほ
だ
木

生
木
状
原
木
が
多
い
た
め

萌
芽
し
て
い
る
原
木
に
つ
い

て
は
、
天
地
返
し
を
必
ず
行

う
事
。
害
菌
が
発
生
し
て
い

る
伏
せ
込
み
場
で
は
、
下
草

刈
り
を
行
い
風
通
し
図
る
。

②
ほ
だ
木
の
整
理

古
ほ
だ

（
特
に

5
オ
ほ
だ

木
以
降
）
は
、
ほ
だ
木
が
朽
ち

て
き
て
お
り
廃
棄
処
分
す
る
。

③
ほ
だ
場
の
庇
陰
調
整

枝
打
ち
・
間
伐
を
行
い
明

る
＜
し
、
雨
が
通
る
よ
う
に

し
て
お
く
。

④
予
備
散
水

8
月
中
旬
ー

9
月
上
旬
ま

で
原
甚
形
成
前
の
菌
糸
肥
大

促
進
の
た
め
の
散
水
を
行
う
。

散
水
が
出
来
な
い
場
合
は
、

2
オ
ほ
だ
木
以
降
は
ほ
だ
倒

し
を
す
る
。

※
椎
茸
栽
培
に
お
い
て
良
い

ほ
だ
木
を
作
る
こ
と
が
第
一

歩
で
あ
り
、
ほ
だ
木
の
一
生

に
影
響
し
ま
す
。
今
一
度
基

本
に
立
ち
返
り
、
注
意
深
く

ほ
だ
木
を
観
察
し
適
切
に
対

処
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
＂
~

II

消
費
者
は
、
純
粋
な
自

然
・
健
康
食
品
で
あ
り
、
安

全
で
美
味
し
い
日
本
産
原
木

乾
椎
茸
を
強
く
求
め
て
お
り

ま
す
。
II

中
国
椎
茸
戻
し
て
見
抜
け

中
国
産
の
乾
椎
茸
を
国
内

産
と
表
示
し
て
、
販
売
し
て

い
る
業
者
が
後
を
絶
た
な

い
。
日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー

が
判
別
法
を
開
発
し
た
。

椎
茸
を
水
で
戻
し
た
後
の

性
質
。
例
え
ば
傘
部
分
の
膨

張
率
は
中
国
産

l
.
2
倍
に

対
し
て
国
産
は

1
.
6
倍
と

高
い
。
歯
切
れ
や
舌
触
り
に

影
響
。さ

ら
に
、
亜
鉛
含
有
量
は

国
産
の
倍
以
上
で
あ
っ
た
。

林
野
庁
に
よ
る
と
、

99
年

の
乾
椎
茸
の
国
内
生
産
量
は

5
5
8
2
し
で
、
輸
入
物
は

9
1
4
6
し
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
中
国
産
で
、
卸
値
は

国
産
の

3
分
の
ー
と
い
う
。
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肱川林業を支える木材運搬車と森の達人たち

現
在
、
森
林
組
合
で
は
間
伐
材
の
搬

出
方
法
と
し
て
作
業
路
を
開
設
し
、
木

材
運
搬
車
に
よ
る
搬
出
方
法
が
主
体
と

な
っ
て
お
り
、
作
業
員
と
と
も
に
素
材

生
産
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

5
月
7
日
に
肱
川
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ

ス
会
で
労
働
安
全
を
目
的
と
し
、
木
材

運
搬
車
を
主
と
し
て
年
次
点
検
・
修
理

を
行
い
ま
し
た
。

肱
川
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
会

木
材
運
搬
車
点
検
実
施

五
世
紀
を
こ
え
て
云安
全
第
一

〗

め
ざ
そ
う
臓
場
の
危
険
ゼ
ロ
〗

初
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
暑
い
日
に

会
員
又
、
メ
ー
カ
ー
各
社
の
協
力
に
よ

り
点
検
修
理
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
数

年
行
っ
て
い
る
せ
い
か
、
会
員
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
等
も
向
上
し
修
理
個
所
も
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
林
業
で
は
作
業
者
の
減
少
、

高
齢
化
が
問
題
視
さ
れ
伐
採
搬
出
等
に

お
い
て
、
低
コ
ス
ト
の
面
で
も
機
械
化

が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
使

い
方
や
日
頃
の
点
検
の
有
無
に
よ
り
重

大
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
有
り
会

員
皆
真
剣
で
し
た
。

こ
の
点
検
を
日
々
生
か
し
安
全
第
一

で
肱
川
林
業
に
従
事
し
て
頂
き
た
く
思

い
ま
す
。

愛車を入念にチ ェック

優良材生産は直材づくりから！

県森連市況（大洲木市）平成13年7月27日市

: 径級

杉 桧
長さ

直 曲り 直 曲り

14-16 14,000 8,800 30,700 24,000 

4m 18上2番 16,800 10,500 34,600 28,300 

24上2番 17,600 12,100 34,000 28,300 

14-16 13,700 8,100 31,400 26,600 

3m 18上 16,000 12,400 34,900 31,400 

24上 15,600 9,900 29,000 23,000 

14-16 19,000 14,700 44,300 34,900 
6m 

18上 21,300 16,000 43,600 40,800 

概況 入荷材少なく、全般に売れ行き良好となる。

一般材は強保合となる。桧枝打ち材は強気

取引。杉桧3m柱中心に強保合。

椎茸生産はクヌギ林造成から！

乾椎茸市況（松山椎茸市場）平成13年7月17日市

市売総数…… 960ケース 18,250kg 

平均単価…… 2,379円

銘柄 価 格 銘柄 価 格

大 厚 3,400-4,500 どんこ大 3,500-5,600 

中 厚 3,500-5,700 どんこ中 2,800-4,500 

小 厚 1,400-1,800 どんこ小 1,400-3,300 

大ウス 2,300-5,000 大バレ 1,600-2,300 

中ウス 2,800-5,000 中バレ 1,600-3,000 

小ウス 1,000-1,500 小バレ 800-1,000 

概況 出荷品柄は依然として小葉～格外が約半分

を占め、並品主体の市売となった。相場は

保合で推移している（軽めの椎茸は強保合

だが重い椎茸は弱保合で推移）

13 I森林組合だより



声

肱
川
町
文
化
協
会
総
会

□

閃
に
開
催
さ
れ
る

肱
川
町
文
化
協
会

会

長

河

野

肱
川
町
文
化
協
会
の
第

15

回
総
会
を

8
月
12
日
公
民
館

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
各

サ
ー
ク
ル
か
ら
総
代
と
し
て

多
数
出
席
を
い
た
だ
き
、
又
、

来
賓
に
は
、
久
保
田
町
長
さ

ん
、
畦
崎
課
長
さ
ん

の
ご
臨

席
を
い
た
だ
き
、
町
長
さ
ん

か
ら
は
、

37
の
サ
ー
ク
ル
で

大
勢
の
皆
さ
ん
が
、
楽
し
く

活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
町

民
文
化
の
向
上
で
あ
り
、
町

内
全
て
の
人
達
が
芸
術
文
化

に
親
し
め
る
明
る
い
町
づ
く

り
に
つ
な
が
る
こ
と
等
、
激

励
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
橋
本
福
矩
さ

ん
の
議
長
で
議
事
を
進
行
さ

れ
全
て
の
議
案
を
決
定
い
た

美
治

だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
協
会
活
動
は
、

基
本
方
針
に
、
肱
川
町
の
文

化
団
体
相
互
の
連
絡
協
調
を

図
り
、
町
民
文
化
の
向
上
に

努
め
、
芸
術
文
化
に
親
し
め

る
町
づ
く
り
を
掲
げ
て
、
各

サ
ー
ク
ル
に
よ
る
年
間
を
通

し
て
の
継
続
的
活
動
を
進
め

る
こ
と
を
主
と
し
て
、
全
体

活
動
で
は
、
各
種
発
表
会
、

大
会
の
開
催
、
交
流
事
業
の

実
施
、
グ
ル

ー
プ
作
品
の
展

示
、
県
協
会
及
び
ブ
ロ
ッ
ク

で
の
行
事
へ
の
参
加
等
を
行

い
ま
す
。

あ
る
民
俗
学
者
は
文
化
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て

い
る
、

「文
化
と
は
、
あ
そ

び
で
あ
る
、
あ
そ
び
の
世
界

と
い
う
の
は
大
き
く
分
け
て

三
つ
あ
り
‘

―
つ
は
学
問
で

編集•発行

肱川町公民館

合 (0893)34 -2307 

あ
り
、
も
う
―

つ
は
芸
術
で

あ
り
、

さ
ら
に
も
う
―
つ
は

ス
ポ

ー
ツ
で
あ
る
、
結
局
、

文
化
の
内
容
を
な
す
も
の
は

こ
の
三
つ
で
あ
る
。
」
さ
ら

に
食
事
に
例
え
て
、

「文
化

と
は
、
心
の
食
べ
物
、
魂
の

食
べ
物
、
人
間
存
在
の
も

っ

と
も
貰
璽
な
栄
養
物
で
あ

る。
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
肱
川
町
文
化
協

会
活
動
も
、
心
に
ひ
び
く
も

の
、
感
動
し
た
り
、
感
銘
を

受
け
た
り
し
て
清
々
し
い
心

と
、
美
の
追
求
が
で
き
た
ら

と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

皆
さ
ん
方
の
文
化
協
会
活

動
へ
の
参
加
及
び
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す。

笹飾りの完成を喜ぶ広常子ども会のみなさん

l」ーご一、1

毎年、幼稚園も小・中学生も仲良く楽しく活動しています

7
月
19
日
午
後

1
時
半
か

ら
広
常
集
会
所
で
広
常
子
ど

も
会
を
行
い
ま
し
た
。

14
人
の
子
ど
も
達
が
参
加

し
て
は
じ
め
に
七
夕
飾
リ

を
作
リ
ま
し
た
。
折
リ
紙
な

ど
で
思
い
思
い
の
も
の
を
作

っ
た
リ
、
た
ん
ざ
く
に
願
い

事
を
書
い
て
笹
に
飾
リ
つ
け

ま
し
た
。

次
に
、
夏
休
み
の
宿
題
を

中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
学
習
に
取

リ
組
み
ま
し
た
。
小
中
学
校

の
先
生
方
に
適
切
な
指
導
を

受
け
、
子
ど
も
達
も
熱
心
に

宿
題
に
取
リ
組
ん
で
い
ま
し

た
。暑

い
中
で
の
活
動
だ
っ
た

の
で
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を

食
べ
て
休
憩
し
た
後、

集
会

所
前
の
花
壇
付
近
の
草
引
き

や
コ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

合
後
の
活
動
と
し
て
は
、

夏
休
み
中
に
は

8
月
5
日
の

海
水
浴
と

8
月
21
日
の
学
習

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（班
長
丸
川
佐
和
子
）

愛
護
班
活
動

．
．
 

広
常
子
と
も
会
の
取
り
組
み
紹
介
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1

璽・
1
・

肱流苑での介護実習

加
洲
輿
理
雄

7
月
16
日
に

2
年
生

30
人
が

町
内
の
職
場
十
力
所
で
勤
労
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

一
日
汗
を
流
し
な
が
ら
働

き
、
そ
の
中
で
大
切
な
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

生
徒
の
感
想
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

（
福
田
医
院
）

ガ
ー
ゼ
交
か
ん
を
し
た
り
、

シ
ー
ツ
の
取
り
か
え
を
し
た
り

し
ま
し
た
。
＿
っ
＿
つ
順
番
が

あ
り
、
感
心
し
ま
し
た
。
笑
顔

で
お
世
話
を
さ
れ
て
い
る
姿
は

い
き
い
き
と
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

宮
田
さ
ゆ
り

（
ぽ
っ
ぽ
園
）

藩
が
え
さ
せ
る
時
は
ち
ょ
っ

と
大
変
で
し
た
。
後
で
昼
ね
を

さ
せ
ま
し
た
。
す
ぐ
ね
る
子
と

ね
な
い
子
が
い
ま
し
た
。
子
ど 乗馬の手入れ

（
主
婦
の
店
）

僕
達
の
最
初
の
仕
事
は
商
品

を
棚
に
並
べ
る
事
で
し
た
。
そ

の
商
品
が
ど
こ
に
置
い
て
あ
る

の
か
あ
ま
り
解
ら
ず
苦
労
し
ま

し

た

。

山

下

峻

平

（
乗
馬
ク
ラ
ブ
）

馬
を
外
に
出
し
て
か
ら
そ
う

じ
を
し
ま
し
た
。
馬
は
と
て
も

大
き
く
て
初
め
は
少
し
び
っ

く

り
し
ま
し
た
。
足
を
ふ
ま
れ
な

い
よ
う
に
歩
い
て
出
し
ま
し

た
。
馬
が
私
に
つ
い
て
走
っ
て

く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

高
田
佳
奈
江

（
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
）

お
客
さ
ん
が
買
っ
た
物
を
ふ

く
ろ
に
入
れ
た
り
し
ま
し
た
。

12
時
ぐ
ら
い
か
ら
食
堂
に
来
る

人
が
増
え
ま
し
た
。
水
と
お
し

ぼ
り
を
最
初
に
持
っ
て
い
っ

て
、
注
文
さ
れ
た
も
の
を
持
っ

て
い
く
仕
事
を
し
ま
し
た
。
親

切
に
し
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
学
べ
た
の
で
い
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

丸
山
裕
介

お
世
話
に
な
っ
た
十
力
所
の

職
場
に
対
し
、
紙
面
を
借
リ
て

感
謝

•

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ぽっぽ園児との水あそび

肱
川
中
学
校

校
長

も
た
ち
の
笑
顔
が
見
れ
て
と
て

も
楽
し

く
仕
事
が
で
き
ま
し

た

。

成

登

剛

〔職
場
体
験
学
習
肱
川
中2
年
生
〗

”
自
分
の
将
来
や
、
慟
く
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
よ
ぅ
“

、．`

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

私語政かたどこ戦ムはとめ育まー育つでこある t
たり 治つ のもう争で個しのをす
ちま 家 た はだでのす性てマ求 ゜

宣にたはうり時： I§鬱フ ァインダー I
つのあ表よあ兄

はすはの時つす記-のの二め二 、 ？ ぃ は り 現 う な ば
一 ゜ーは代 た °憶幼た教ュる教埠 ‘ましをた 20さし手なんァッふ

呈い て
言地力季で時ーに時め育 の lょ未せまたは世まま紙たでイセ れ 前
菓域の節ぁ 、わ っ に の が ア はとを、来んすつ 1紀さすと←くン 1て略
ので言でり、厳たぃ経プ求叫万しこーで ゜゚ た 0をま 。しに誓ダを読 ゜
力生葉し しして験口め 人て う 教 す 過 - -0振で話て一 1こん折
←きーた優 か が は し グ る 石 のの書← ←ぎ塁言年り〗題紹通色をのたり
をるをこしつ子、たラの-ナこ教きと教去 、での返 、は介のあ読フエに

‘̀ 

大
切

に
し
ま
す
。
ぜ
い
肉
を

落
と
し
、
き
り
り
と
引
き
締

ま
っ
た
散
文
の
姿
。
そ
の
断

面
か
ら
生
命
力
が
に
お
い
立

つ
よ
う
な
文
章
の
裁
ち
方
。

読
み
な
が
ら
、
平
明
な
言
葉

が
放
つ
力
の
強
さ
に
私
は
し

ば
し
立
ち
ど
ま
り
ま
し
た
。

「
書
く
こ
と
は
二
人
称
を
作

り
だ
す
試
み
で
す
。
」

ジ

ャ

ズ

奏

者

チ

ャ

ー

ル

ズ
・
ミ
ン
ガ
ス
の
言
葉
が
心

に

残

り

ま

す
。

「
子
ど
も
た

ち
に
音
楽
を
聴
か
せ
た
い

。

騒
音
は
も
う
十
分
す
ぎ
る
ほ

ど
あ
た
え
ら
れ
て
き
た
。

こ

ま
ん

の
社
会
に
蔓
延
す
る
騒
音
を

す
こ
し
で
も
取
り
除
い
て
、

い
い
音
楽
を
聴
く
た
め
に
そ

の

耳

を

使

う

よ

う

に

し

た

い
。
」
私
た
ち
は
あ
ま
り
に

冗
舌
な
言
葉
に
取
り
囲
ま
れ

て
い
ま
す
。
静
寂
を
取
り
戻

さ
な
け
れ
ば
、
も
う
澄
ん
だ

音
色
は
聞
こ
え
ま
せ
ん
。

私
は
今
ま
で
請
ん
だ
エ

ッ

セ
ー
を
心
の
状
差
し
に
入
れ
、

心
の
静
け
さ
が
必
要
に
な
っ

た

時
、
折
々
に
こ
の
手
紙
を

開
こ
う
と
思
い
ま
す
。草

々

。
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第

48
回
四
国
地
区
人
権
・

同
和
教
育
研
究
大
会
が
、

7

月
5
日
・

6
日
の

2
日
間
松

山
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、

6
日
の
「
部
落
解

放
・
人
権
確
立
を
め
ざ
す
教

育
の
創
造
」
の
分
科
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
保
育
所

・
小

学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校

の
取
組
が
発
表
さ
れ
、
発
達

段
階
に
応
じ
た
教
育
の
重
要

性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

保
育
所
で
は
遊
び
の
中
で
、

小
学
校
で
は
、
地
域
敦
材
で

の
地
域
学
習
や
学
級
集
団
づ

く
リ
の
中
で
、
中
学
校
で
は

人
権
集
会
の
中
で
、
そ
し
て

高
等
学
校
で
は
、
識
字
学
級

の
ビ
デ
オ
作
品
の
製
作
の
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
合

っ
た
取
組
で
豊
か
な
感
性
や

自
己
表
現
力
を
つ
け
て
い
こ

う
と
し
て
い
ま
し
た
し
、
「
人

権
を
大
切
に
す
る
心
」
を
育

て
る
た
め
に
家
庭
や
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
の

24
時
間
の
生
活
と
健
や
か
な

成
長
を
保
障
し
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
や
小
学
校
は
、
子

大

谷

小

教

頭

福

岡

順

子

四
国
地
区
人
権
・
同
和
教
育

研
究
大
会
に
参
加
し
て

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

ど
も
た
ち
の
未
来
を
保
障
す

る
基
礎
づ
く
リ
の
大
切
な
時

で
あ
リ
な
か
ま
づ
く
リ
、
粘

リ
強
い
身
体
や
自
然
、
社
会

に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識

を
育
て
る
た
め
に
、
い
ろ
い

ろ
な
実
践
を
重
ね
て
い
ま
す
。

大
谷
小
学
校
で
は
、
昨
年

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
大
谷
」
と
い

う
地
域
学
習
を
し
ま
し
た
。

大
谷
川
や
お
祭
リ
、
と
ど
ろ

の
滝
に
つ
い
て
調
べ
、
ま
と

め
、
発
表
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
「
よ
リ
よ
い
大
谷

に
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、

昨
年
の
実
践
を
生
か
し
、
大

谷
の
自
然
や
文
化
を
調
べ
、

よ
リ
深
く
か
か
わ
リ
、
大
谷

の
よ
さ
を
再
発
見
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
米
つ
く
リ
名

人
、
川
は
か
せ
、
お
料
理
名
人

な
ど
多
く
の
地
域
の
人
々
の

協
力
で
、
子
ど
も
た
ち
は
生

き
生
き
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

な
か
ま
づ
く
リ
は
、
少
人

数
の
学
校
と
い
う
こ
と
も
あ

リ
、
幼
稚
園
か
ら

6
年
生
が

い
っ
し
ょ
に
活
動
で
き
と
て

も
仲
良
く
で
き
て
い
ま
す
。

全
校
給
食
（
幼
稚
園
含
む
）
、

全
校
遠
足
、
集
団
登
下
校
な

ど
多
く
の
場
面
で
ほ
ほ
え
ま

し
い
光
景
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
体
験
が
、
家

庭
や
地
域
で
、
そ
し
て
お
と

な
に
な
っ
た
時
、
き
っ
と
生

か
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

明
老
大
学
は
、
今
回

17
期
を
迎
え
た
。
去

る

7
月
27
日
、
久
保
田
町
長
さ
ん
外
多
数
の

来
賓
を
迎
え
て
開
講
し
た
。

当
大
学
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
生
涯

学
習
講
座
で
あ
る
。
受
講
生
は

22
人
、
各
単

位
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
推
せ
ん
者
で
あ
る
。

学
習
内
容
は
、
時
代
に
即
応
し
た
生
涯
教

育
を
も
と
に
、
高
齢
者
の
要
望
も
と
り
入
れ

意
義
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
人
権
・
同
和

教
育
、
絵
画
・
習
字
、
音
楽
、
地
理
歴
史
・

文
化
財
、
陶
芸
、
ス
ポ
ー
ツ
、
料
理
な
ど
。

講
師
は
、
町
内
外
の
方
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
お
願
い
し
て
い
る
。
中
に
は
プ
ロ
の
先
生

に
も
ご
指
導
を
願
っ
て
い
る
。

公
民
館
は
、
知
識
や
技
能
の
習
得
の
み
で

な
く
、
お
互
い
の
「
出
あ
い
、
ふ
れ
あ
い
、

学
び
あ
い
」
を
通
し
て
、
温
か
い
人
間
関
係

>>>

>
b

的
に
社
会
に
参
加

し
、
貢
献
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。 明

老
大
学
の
開
講
に
あ
た
っ
て

館

長

池

田

重

雄

4
月
23
日
に
開
幕
し
た
「
第

29
回
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
」
の
閉
会
式
が
、

7
月
9

日
、
町
民
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
参
加
チ
ー
ム
は

21
チ
ー
ム
で
、
前
年
度
の

結
果
で

3
部
に
分
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
リ
ー
グ

戦
と
し
、
夜

7
時

30
分
か
ら
一
日

2
試
合
を

実
施
し
ま
し
た
。
大
会
運
営
に
は
、
各
チ
ー

ム
の
責
任
者
（
監
督
）
、
主
審
、
塁
審
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
閉
会
式

で
は
、
肱
川
町

体
育
協
会
長
か

ら
優
勝
カ
ッ
プ

や
賞
状
が
授
与

さ
れ
、
ね
ぎ
ら

い
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
大

会
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

優

勝

ヤ
ン
グ
予
子
林

三
[
3
[
L

いJIIB
ヤ
ー
ス
ト
ー
ン
ズ

優

勝

共
栄
マ
ッ
キ
ー
ズ

五
日
口
~
三
〗
い
谷

優

勝

中
野
ド
ッ
ク
バ
ッ
ク

＿疇一

準
優
勝

中
野
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

第

3
位

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
大
谷

健闘した II部優勝“共栄マッキーズ”

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

の
結
果
に
つ
い
て
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プールサイドから一生けんめい声援する子どもたち

7
月
21
日
、
川
上
地
区
小

学
校
水
泳
大
会
が
中
野
小
学

校
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
開
会
式
で
は
、
優
勝
盾

の
返
還
が
行
わ
れ
た
後
、
大

ム

一ヽ＇ しん/、ノnvV、^—-―`

疇窓⑮
4年以下50m自由形 39115 

大谷小徳丸勝也さんが

町内大会新記録に輝きました

と 会準勝いメ 存日家ドは始 力 あ 受 会
お大新記也て l今分頃族で猛 ま強やけ長
り会記録さ‘卜年発のの見暑りいの‘や
での録をん大）レは揮練声守の ま選さ河審
す 結に超＾谷自‘し習援る中し手ん辺判
゜果輝え 4小由 4てのを 、た宣＾小長
はき‘年学形年い成受塁プ゜誓 6 学の ，_一I~
‘ ま 町 生校予生ま果け ！選で年校諸 『可た---.::.―---- ― ー―•---＾

標 し 内 - の‘卑以しをな
や !...-目-＝----二西：：： いー ベ ：一

追 ）レ手競生の注 L-＇r -•一 ＝ 
記たのが徳に下た思が友サた技-藤意 -ョ----=ー-＿
の゜大標丸お 50 ゜ぅ亘達ィちがの岡を 緊張の一瞬“飛び込み”

平成13年度 川上地区小学校水泳大会記録

種 目
1 位 2 位 3 位

記 録 氏 名 学校 記録 氏 名 学校 記録 氏 名 学校

4年以下25m自 20114 園南寺俊幸 正山 20119 稲田利亀 河辺 21110 西原大雅 正山

25m自 17115 竹田 翼 大谷 18112 中 田 雅 也 正山 19119 瀧野大地 正山

4年以下50m自 41117 徳丸勝也 大谷 47115 園南寺俊幸 正山 48"9 稲田利亀 河辺

ヵ田 50m自 36"7 高尾勇太 大谷 42118 瀧野大地 正山 45110 大見純平 正山

100m自 1'23"6 高尾勇太 大谷 1137111 松本 尚也 中野 1'38"9 大見純平 正山

4年以下25m平 25110 徳丸勝也 大谷 29110 稲田 弥鶴 河辺 29110 亀田 -示L～）ヘl 中野

50m平 47114 山田翔馬 正山 49"6 竹田 翼 大谷 54111 笹木真吾 中野

100m平 1'56"4 箇木真吾 中野 2104110 東 建二 予子林 2104116 出水翔太 中野

50m背 1'02116 清水啓志 河辺

子
25mバタ 20119 山田翔馬 正山 28"6 山口 航 中野

50mバタ 1101111 中田雅也 正山

75m個メ 1123115 松本 尚也 中野 1'29115 清水啓志 河辺

150mM R 2153112 河辺小学校 2'56111 中野小学校

200m R 2'51110 正山小学校 2154114 大谷小学校 3'03119 中野小学校

4年以下25m自 19"8 今宮沙貴 正山 20118 冨永さやか 大谷 21116 性見理奈 河辺

25m自 17112 沖野文香 大谷 17112 中居真梨奈 中野 17112 浅井 弥 正山

4年以下50m自 43113 今宮沙貰 正山 45119 冨永さやか 大谷 47115 沖野 由麻 中野

女
50m自 37"3 中居真梨奈 中野 37"6 浅井 弥 正山 40"5 岡 本小 夏 大谷

100m自 『27110 沖野文香 大谷 『34115 山根裕子 中野 1145119 田中 佑子 河辺

4年以下25m平 26112 沖野 由麻 中野 29111 上田 布＞＜亡羊月 中野 35"5 小山みのり 正山

50m平 47113 徳丸志津香 大谷 47118 亀田 瑠梨 中野 52115 大森小織 予子林
100m平 1144119 徳丸志津香 大谷 1158116 大森小織 予子林
50m背 47114 平田 朱美 大谷 58"5 往見香奈 河辺 加1"1 冨永貴子 中野

子
25mバタ 22117 田中 佑子 河辺 22117 三瀬万美子 予子林 24112 中塚美咲 大谷

50mバタ 50115 岡村菜摘子 大谷

75m個メ 1'08115 亀田 瑠梨 中野 1128111 有友 由紀 河辺

150mMR 2119112 大谷小学校 2'31119 正山小学校 2141113 中野小学校

200mR 2140114 中野小学校 2'46119 大谷小学校 3'21110 河辺小学校

叶公民館報



『痣猿潟籾嘘麗彗饂醐似思
人間として最も輝いている子とものつぶやきにもっとも

っと耳を傾けてみませんか。育児に悩みはつきもの…。 8
月1日、専門の相談員が育児についての不安や悩みをもつ

親のために、巡回相談「えひめ子育て教室」を行いました。 ー—コ託児室であそぶ子どもたち

「失
礼
し
ま
す
。
」
と
ド
ア

を
開
け
る
と
、
女
性
の
方
が

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
に
っ
こ

り
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
笑
顔

が
や
さ
し
そ
う
で
好
感
が
も

て
ま
し
た
。
話
も

「う
ん
う

ん
」
と
う
な
ず
き
な
が
ら
聞

い
て
く
だ
さ
り
、
自
分
の
子

育
て
の
話
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
「
自
分
の
ペ
ー
ス

と
子
供
の
ペ
ー
ス
は
、
違
う

の
よ
。
子
供
を
枠
に
い
れ
な

い
で
ね
。」
そ
し
て
最
後
に
、

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 e
 .
.
.
 9
9

,

.

，
 ．．．．．．．．．．．．．．．．． 

「
え
ひ
め
子
育
て
教
室
」

初
め
て
の
参
加
で
、
ど
の

よ
う
に
展
開
さ
れ
る
の
か
と

少
々
不
安
と
戸
惑
い
を
持
ち

な
が
ら
会
場
に
向
か
い
ま
し

た
。そ

こ
に
あ
っ
た
雰
囲
気

は
、
名
称
か
ら
受
け
る
堅
苦

し
さ
は
全
く
惑
じ
ら
れ
な

い
、
気
さ
く
な
、
で
も
担
当

さ
れ
て
い
る
方
々
の
真
摯
な

対
応
が
伝
わ
る
も
の
で
し
た
。

そ
し
て
、
初
対
面
な
の
に

今
ま
で
に
も
親
交
が
あ
っ
た

か
の
よ
う
に
、
温
か
く
包
み

こ
む
よ
う
に
迎
え
て
く
だ
さ

っ
た
先
生
と
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
今
困
っ
て
い
る
こ

T
さ
ん
）

笑
顔
で

「子
育
て
は
、
楽
し

い
の
よ
。
」
と
言
わ
れ
た
事

が
、
心
に
強
く
残
っ
て
い
ま

す
。
私
も
子
供
自
身
の
ペ
ー

ス
と
性
格
を
よ
く
見
て
、
も

っ
と
余
裕
を
も
っ
て
子
育
て

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
供
を
そ
の
ま
ま
ま
る
ご

と
受
け
取
め
ら
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間

で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
相
談
者

H
さ
ん
）

に
参
加
し
て

と
を
即
解
決
し
よ
う
と
す
る

の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
客

観
的
に
冷
静
に
見
つ
め
、
問

題
の
整
理
を
し
て
、
そ
れ
か

ら
、
解
決
へ
の
ヒ
ン
ト
を
い

た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

悩
み
や
不
安
な
ど
を
口
に

す
る
の
は
抵
抗
を
惑
じ
や
す

い
も
の
で
す
が
、
い
つ
の
ま

に
か
言
菓
の
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー

ル
を
し
て
い
ま
し
た
。
「聴

い
て
も
ら
っ
て
い
る
」
こ
と

を
実
惑
し
ま
し
た
。
心
軽
く

会
場
を
出
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（

相
談
者

子
育
て
教
室
に
参
加
し
て

熱心に学習するわんぱく 学級生

8
月
2
日
、
猛
暑
の
中
行

わ
れ
た

「わ
ん
ぱ
く
学
級
」

今
年
は
、
鬼
瓦
で
有
名
な
越

智
郡
菊
間
町
に
町
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
出
か
け
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
町
内
各
小
学
校
の

6
年
生

13
人
と
引
率
2
人
。

か
わ
ら
館
で
は
、

7
0
0
年

も
の
歴
史
の
あ
る
菊
間
瓦
の

見
学
や
瓦
の
粘
土
細
工
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
公
園
で
自
由
行
動

を
楽
し
ん
だ
り
、
太
陽
石
油

闊
に
隣
接
し
て
い
る
地
下
岩

盤
備
蓄
タ
ン
ク
の
見
学
も
行

い
ま
し
た
。
わ
ん
ぱ
く
学
級

に
参
加
し
た
児
童
た
ち
の
感

想
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

◇
は
じ
め
て
瓦
の
焼
物
を
し

ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ

た
。
で
き
る
か
ど
う
か
最
初

は
心
配
で
し
た
。

◇
公
園
の
す
べ
り
台
は
お
し

り
が
い
た
か
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
。

◇
か
わ
ら
の
粘
土
細
工
が
楽

し
か
っ
た
。

◇
体
験
実
習
で
、
い
ろ
い
ろ

作
っ
て
み
て
、
瓦
を
作
っ
て

い
る
人
は
た
い
へ
ん
だ
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

◇
参
加
し
て
み
て
よ
か
っ
た

で
す
。
参
加
し
よ
う
と
思
っ

た
理
由
は
、
粘
土
細
工
で
す
。

私
は
エ
作
が
好
き
だ
か
ら
楽

し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
行
き

た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

わ
ん
ば
く
学
級
に

参
加
し
て 土で好きな

挑戦
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書多郡ど‘フトボ曰レ大^ 結果報告芍｝
＊日 時 平成13年7月15日
＊場所 五十崎小学校

唸出場チーム

内子 ・五十崎 ・長浜

河辺 ・肱川

肱川町 1回戦敗退 風をおこして～

7
月
15
日
に
青
年
団
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
あ
リ
ま

し
た
。
ソ
フ
ト
を
し
た
の
は
、

10
年
ぶ
リ
で
、
ル
ー
ル
も
わ

か
ら
な
い
ま
ま
試
合
に
で
て

し
ま
い
ま
し
た
。

肱
川
は
、
初
戦
で
負
け
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
み
な
さ

ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

真
由
美

7
月

15
日
、
猛
暑
の
中
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
人
数
が
集
ま
ら

な
い
の
で
は
と
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
試
合
時
間
に
な
る

と
、
参
加
チ
ー
ム
の
中
で

1

番
人
数
が
多
い
チ
ー
ム
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
ど
う
で
あ

れ
、
他
チ
ー
ム
と
の
交
流
を

深
め
ら
れ
、
よ
い
ひ
と
と
き

に
な
リ
ま
し
た
。

光

r---- - ------―一＿―-トレセン清撮報告—--------------

平成13年7月21日

肱川町トレーニングセンター＆グラン ド

外観清掃、草刈リ、コミ ・缶拾い

床拭き 、窓拭き 、各囲屋 ・玄関清掃

清掃に参加していただいたみなさん暑いなか

這器皐 ！、あ疲れ様でした。

・---------------------------------------------------------------

日

場

内

時

所

容

毎
年
、ト
レ
セ
ン
の
掃
除
、

グ
ラ
ン
ド
の
草
刈
リ
を
す
る

と
夏
が
や
っ
て
来
た
な
あ
と

実
感
し
ま
す
。

1
年
同
の
汚
れ
は
思
っ
た

よ
リ
手
強
く
、
少
人
数
で
大

変
で
し
た
が
、
が
ん
ば
リ
ま

し
た
。
暑
い
中
、
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
来
年

…

…

。

浩

次

「

1

-

7
月

21
日
、
ト
レ
セ
ン
の

大
そ
う
じ
を
し
ま
し
た
。
私

は
室
内
の
担
当
で
し
た
が
、

思
っ
て
い
た
よ
リ
き
つ
く

て
、
最
後
は
も
う
ク
タ
ク
タ

で
し
た
。
で
も
と
て
も
キ
レ

イ
に
な
リ
ま
し
た
。
町
民
の

皆
さ
ん
に
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら

え
た
か
な
Q

•

清
美

とだ大配人とまげ当つ
思け勢し数いし様にた暑
いてのまがうたで頑 °か
ま ‘人し少こ と゚張しつ ＝と 7 ・-

すとにたなと 3てリかt

｀ 
て゚参がいも連もまし

-l o.7 

° ⇔-盆竺ーで ，，； 

ごも加 ‘のあ休朽 ‘ Mr苦 91可
し]

T 労かてつは‘真に ゜ さ「 '~.
よしけでリの麗た皆嘉 冒璽晨璽璽に-』s--<

O様つ

M ̀  いこと参んなおん暑
たたう心力0中リか本か

編
集
あ
と
ば
な
し

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
す
か
。
夏
休
み

も
終
わ
リ
に
近
づ
き
、
宿
題

に
追
わ
れ
て
い
る
学
生
さ
ん

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
無

駄
な
抵
抗
は
や
め
て
、
残
リ

の
夏
休
み
は
宿
題
に
精
を
出

し
ま
し
ょ
う
。

合
月
の
青
年
団
も
大
忙
し1
1~

で
も

、
み
ん
な
で
い
い
汗

か
け
て
よ
か
っ
た
ぞ
な
も

し
▽
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「
肱
川
町
」
を
単
位
と
し
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
深
め

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
事
業
資
金
と
し
て

い
ま
す
。

会
費
の
額
は
？

年
額

4
0
0
円

何
に
使
う
の
？

「
社
会
福
祉
協
議
会
会
員
」

と
は
、
…
…

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
福
祉
活
動
を
支
え
る
た

め
の
事
業
資
金
と
し
て
、
会
費

を
ご
提
供
く
だ
さ
る
方
を
会
員

と
お
呼
び
し
て
い
ま
す
。
肱
川

町
社
協
は
、
全
戸
会
員
制
に
よ

り
、
町
民
す
べ
て
の
皆
様
が
会

員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

................................................................... 
i 平成12年度社協会費収入額 i まおてと

i 368,400円 (921戸） ：よ ま 入 め 年
．す り 納 定 今

:0主な使途 ：つすの ‘も
i •各小中学校児童図書の購入費 ： へ

100,000円 ； 贔ご。 乱冒〗
； ・老人クラブ連合会助成金 ；い協い長を

．し‘
100,000円 ： 力をさ会

: •独居高齢者暑中見舞いハガキの購入費 ： ［こいいん費
j 34,000円 ；ま たたを納

; •各種福祉団体への育成費等 ：すだし通入

:................................................................. : 。きてじ月

網
入
方
法
は
？

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
は
、
わ
た
し
た
ち
の
手
で
支
え
た
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
会
費
の

ご
案
内

fと
鱈

璽

9
-[[
脚
(
3

社会福祉協議会は2001年の今年、創立50周年を迎えます。

そこで、「心つなごう広げよう未来」をテーマに愛媛県

下の社会福祉協議会をイメージしたキャッチフレーズとシ

ンボルマークを県民のみなさまからひろく募集します。社

会福祉協議会の事業はもとより、ボランティア等地域の福

祉活動に参加する多くの人の心の支えとして活動の励みと

なるような元気あふれる作品をお待ちしています。

■募集期間

平成13年8月31日（金）まで

※当日消印有効

■応募規定
◇応募資格は問いません。

◇申し込みは、応募専用八方手をご利用ください。その他

の用紙での申し込みは出来ませんので専用ハガキが必要

な方は、肱川町社会福祉協議会へご連絡ください。

■発表
平成13年10月22日（月）

最優秀賞 賞金 8万円
1点

（採用） 表彰楯

優秀賞
賞金 3万円

1点
表彰楯

佳 作
賞金 1万円

2点
表彰楯

忍’’ ヘ

社
会
福
祉
協
議
会
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割忌＠初レンジ-
保 健 衛 生 保健センター四34-2340 9月の当直医

種得 日（躍） 19:r - 事 場 所 時 間

羽座谷集会所 9 :30,...__,10:20 

成
3 （月）健 康 相 ＝＝ ロ火火

中居谷集会所 10:40~11 :30 

人 5 （水）健 康 相 ＝己火火 保健センター 9 :30,...__,11:00 

保 ワ⑨ 元気印孝ダ室 保健センター 13:30~ 15:00 

健
17（月）リハビリ敦室 保健センター 13:30~ 16:00 

20（木）介護者教室 保健センター 9 :30~11 :30 

母 14⑤ 風 しん予防接種 保健センター 13:30-------14:00 
子

旦26（水）乳 児 健 診 保健センター 13:00~ 13:30 

精 19（水）そ よ風の会 保健センター 13:30~ 15:30 
神

1苫也 21⑤ 風しん予防接種 肱川中学校 13:30~ 14:00 

日（躍） 病院名 電話番号

2 （日）末光限科 24-1500 

平 田 医院 24-1200 
9 （日）

清水医院 52-2883 

15 (±) いんなみ限科•神経内科 24-0700 

16（日）西原耳鼻咽喉科 23-3366 

般
23（日）かわばた産婦人科 23-1103 

24但）中村皮フ科クリニック 25-1112 

30（日）みやうち医院 25-2333 

月・失 市立大う州病院 24-2151 
救

水 加戸病院 24-5101 

急 木 大洲I記念病院 25-2022 

金～日 大洲'|中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

I 不燃物収集

【収集日】 9月17日（月）

＊前日までに指定の場所へ

【収集地区】 小畑井 ・萩野

尾・汗生・肱栄 ・小薮 ．

大和・中野 ・鹿野川・大

谷地区

30
⑭
 

26
因

23 22 21 20 19 16 14 2 1 
（日）（土）（金）（木）（水）（日）（金）（日）（土）

［ 

【収集日】

9月20日（木）

古紙収集日

＊朝 7時までに

指定の場所へ

町

立

学

校

始

業

式

[

ス
ポ
レ
ク
喜
多
郡
大
会
[

議
会
運
営
委
員
会

i

肱
JII中
学
校
運
動
会
一

町
議
会

9
月
定
例
会

i

心

配

ご

と

相

談

町
議
会
常
任
委
員
会

i

｀
 

~
9

月
5

日
水’
 

定
例
邪
落
長
会

肱
JII
イ

ベ

ン

ト

松

山

広

場

一

相

談

員

福

田

保

町
立
小
学
校

・
幼
稚
一

＿二
井
久
美
子

園
運
動
会

[
9
月
20
日
因

子

ど

も

議

会

一

相

談

員

山

下

遵

の

駅

設

立

総

会

一

谷

本

大
洲
高
校
肱
川
分
校

i

運
動
会
~

ー
行
事
予
定
表
ー

【
時
間
】

午
後
1
時
30
分
S
4
峙

30分

【
場
所
】
公
民
館
青
年
室

博
基
平

行

政

【
日
時
】

9
月
5
日
因

午
後
1
時
30
分
S
4
峙

30分

【
場
所
】
公
民
館
青
年
室

【

相

談

員

】

福

田

保

相

号火
ロ火

［ 

【回収日】

9月4日（失） ・18日（失）

不用犬回収日

＊朝 9時までに役場へ連れて
きてください。

一
一

お

す

こ

や

か

i,

五
大
野
虹
慈
ち
ゃ
ん

（
中
野
）

聾

二
瀬
叩
凡
ち
ゃ
ん

（
市
之
畦
）

i

お
し
あ
わ
せ
に

一

石

山

恒

美
さ

-
（

生）

一

大

塚

春

香

さ

郷

社
会
保
険
＿
日
出
張
相
談
所

大
洲
商
工
会
議
所

9
月

5
日
因
・

19
因

内
子
町
商
工
会

9
月

6
日
因

・
20
因
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く

新装オープン Hair Cutカネノ
7月10日、理容カネノが移転し、 Hair

Cutカネノとして新装オープンしまし

た。店内が広々として8月るくなったとお

客さんの評判も上々です。店主の金野祀

ーさんは「どんなタイプの人にも、いろ

んな年代の人にも対応できるように腕を

磨き、時代に乗リ遅れないように日々勉

強していきたい」と今後の抱負を語って

おられます。

k
 

（
 

かき氷、 おいしいナ！
7月3日から 4日にかけて、 83J内幼稚

園合同のお泊リ保育が望湖荘で行われま

した。参加したひまわリ組（年長児）31
人は予子林幼稚園のプールで水遊びをし

た後、かき氷やそうめん流し 、花火を楽

しみました。園児たちは何度も並んでは

いちごやレモンのシロップがかかったか

き氷のおかわリをしていました。

ま
ち
の
酷
一
詞

l

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
、
身
近
な
情
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
新
し
い
町
創
造
課

6
3
4ー

A
L
3
1
1

一
ほ
お
す
き
ク
ル
ー
。フ
作
品
展

一

平
成
12
年
度
に
結
成
さ
れ

た
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
「
ほ

お
ず
き
グ
ル
ー
プ
」
は
、
汗

生
地
区
4

人
の
若
い
Q

•
お
母

さ
ん
の
集
ま
リ
で
す
。

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
リ
ー

ス
、
押
し
花
を
中
心
に
作
品

を
つ
く
リ
、
今
回
郵
便
局
で

作
品
展
を
行
い
ま
し
た
。
で

き
る
だ
け
、
素
材
の
栽
培
か

ら
自
分
た
ち
で
手
掛
け
た
い

と
畑
作
業
や
山
歩
き
に
い
そ

し
ん
で
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
も

積
極
的
に
参
加
し
、
特
に
道

の
駅
で
の
販
売
に
期
待
を
も

っ
て
取
リ
組
ん
で
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が

で
き
て
一
元
気
の
あ
る
肱
川
町

に
し
た
い
も
の
で
す
。

ヽヽ

7
月
8
日
、
広
常
の

金
刀
比
羅
神
社
で
お
伊

勢
踊
リ
が
行
わ
れ
、
農

り

作
物
の
豊
作
や
組
内
安

全
、
無
病
息
災
を
祈
願

踊

し
ま
し
た
。
祭
壇
に
灯

を
と
記
し
、
神
官
に

勢

…
る
お
淑
ぃ
の
後
、
全

邑
が
御
幣
に
さ
か
き
を

伊

添
え
て
手
に
持
ち
、
正

や
太
鼓
に
合
わ
せ
て
文

句
（
歌
詞
）
を
唱
え
な

ぉ

ら
足
を
左
右
交
互
に

出
し
て
踊
リ
ま
す
。

の
が

常

ぉ
伊
勢
踊
リ
は
静
か

で
単
調
な
リ
ズ
ム
の
踊

広

リ
で
す
が
、
江
戸
時
代

の
初
期
か
ら
数
百
年
続

い
て
き
た
歴
史
が
し
の

ば
れ
ま
し
た
。

i ̀― ?7 
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巳
斗

月

湘

あ
の
と
さ
の

ぁ
の
苔
し
み
も

ふ
の
と
ぎ
ハ

f
 

あ
の
悲
し
み
も

み
ん
な
肥
杜
に

な
っ
た
ん
だ
な
み

白
分
が
匂
分
に

な
る
た
め
に

てが‘

み
つ

口 口

今
月
の
板

書
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